
スマートフォンを用いたユーザの状態推定 

ストレスチェックが義務化される等，近年メンタルヘルスケアへの関心は高まっている．人の

状態を把握するために，アンケートが広く使われてきた．しかし，アンケートを頻繁にとること

は，煩雑であり，負担が大きい．そのため我々は，日常的に使っているスマートフォンの利用パ

ターンから，ユーザの状態を推定することを目指している．スマートフォンには様々なセンサが

組み込まれており，パッシブセンシング手段として有用である．また，スマートフォンが非常に

広く普及していることは言うまでもない．この推定を実現することで，人々のセルフケアを促し，

日々の精神健康を見守ることができると期待される． 

推定プロセスの例を Fig. 1 に示す．実験参加者に定期的にアンケートに答えてもらい，同時に

スマートフォンの利用に関するデータを取得する．アンケートスコアの変動に応じてデータにラ

ベリングを行い，正解データとする．スマートフォンログから，日単位・週単位の特徴量を計算

する．それら正解データと特徴量を元に，教師あり学習を行い，スマートフォンログからアンケ

ートスコアの変動を推定するモデルを作成する． 

これまでに，The Positive and negative Affect Scales，Flourishing Scale，The Subjective Well-being 

Inventory といった，QOL・Well-being に関するアンケートのスコア変動を推定することに成功し

ている[1]．特にスマートフォンを頻繁に使うユーザに対しては，80%を超える精度で，1週間前と

比較してアンケートスコアが増加したか・減少したかを推定できている．また，アンケートでは

なく，ストレスと関連する心拍数変動指標である LF/HF を対象とした推定モデルの作成も行って

いる[2]． 
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Figure 1. スマートフォンログからユーザの状態を推定するプロセス． 

 


